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聖書を学んでみたい方、キリスト教と他の思想、文学、時事問題等との関わりに興味がある方、
どうぞ気軽にご参加ください。お待ちしています。
くわしくは、各キャンパスの宗教センターにお尋ねください。

「聖書とキリスト教文化に親しむ会」参加者募集中です！

キリスト教会には、教会暦がありますが、それによると今年は 4月8日がイースターです。
イースターはイエス・キリストの復活を記念する、教会暦の中で最古の祝日です。「主は
よみがえられた」という信仰は、キリスト教信仰の中核です。キリストの死によって失望し、
落胆していた弟子たちが、力強く立ち上がり、宣教活動を開始したのは、この信仰によるの
です。またキリスト教の希望は霊魂不滅ではなく、十字架の苦悩と死を克服した復活の信仰
に基づいているのです。イースターの日からチャペル正面聖壇の布（オルター・クロス）は
白になっています。それは、光、喜び、勝利などを表しています。

イースター（復活日）

相模原キャンパス

青山キャンパス

案  内

塩 谷　直 也
嶋 田　順 好

伊 藤　　 悟

福 嶋　裕 子
大 宮　　 謙
西 谷　幸 介
髙 砂　民 宣
髙 砂　民 宣
大 島　　 力
S. G. Lambacher
（社会情報学部准教授）
D. W. Reedy
（理工学部准教授）
伊 藤　　 悟
森 島　　 豊

西 谷　幸 介
塩 谷　直 也
森 島　　 豊

髙 砂　民 宣

シュー土戸 ポール
大 島　　 力
伊 藤　　 悟

茂 　　牧 人

ルカ福音書通読
聖書味読
マタイによる福音書を読もう
－山上の説教とたとえ話－
ダビデの後半生をたどる：サムエル記下
使徒言行録を読む（完結編）
有名な聖書の言葉を覚えよう
「使徒信条」に学ぶキリスト教信仰
「十戒」に学ぶキリスト教信仰
児童文学を通して心の世界を探る

Growing in Grace

A Gathering for Healing
－癒しのひととき－
キリスト教学校教育を語ろう
青山学院をもっと知ろう

説教を読んで、キリスト教を理解しよう
中東文化を背景に聖書を読む
魂に命を
「使徒言行録」から読む
初代キリスト教会の歴史
English Bible Gathering
十戒に学ぶ
キリスト教学校教育を語ろう

日本文化と信仰

（月）12：35～13：05
（月）12：35～13：05

（火）12：35～13：05

12：35～13：05（曜日は参加者と相談）
（木）12：35～13：05
（木）12：35～13：05
（金）12：35～13：05 前期のみ
（金）12：35～13：05 後期のみ
（火）12：35～13：05 前期のみ

（火）12：35～13：05

（水）12：35～13：05
（第３水曜日は休み）
（木）12：35～13：05 前期のみ
（金）12：35～13：05

（月）12：35～13：05
（火）12：35～13：05
（火）12：35～13：05

（木）12：35～13：05

（木）12：35～13：05 前期のみ
（金）12：35～13：05
（木）12：35～13：05 後期のみ
（木）16：30～17：00
前期のみ（隔週）

聖書に
親しむ会

聖書に
親しむ会

キリスト教
文化に
親しむ会

キリスト教
文化に
親しむ会

今年度の主題聖句
わたしたちは知っているのです。苦難は忍耐を、

　　　　　　忍耐は練達を、練達は希望を生むということを。
（ローマの信徒への手紙  第5章3、4節）教会で洗礼を受けられた方は、各キャンパス宗教センターにお申し出下さい。記念に新約聖書

スタディ版を差し上げます。

洗礼を受けられた方へ

　十字架はまさしくキリスト教のシンボルです。イエス・

キリストは罪人らと一緒に十字架刑に処せられまし

たが、約束どおり三日目に復活しました。キリスト

の復活を祝うイースターは、キリスト教の最も古く、

かつ最も重要な祝日です。キリスト教の暦では、

この日から始まる季節を「復活節」と呼んでいます。

また、イースターのシンボルとしてしばしば用いら

れるユリの花は、永遠の命を表わしており、球根が地面

の中で朽ちても、そこから新しい生命が起こってくることの

象徴とされています。キリスト教にとって十字架と復活は、いつも

戻るべき原点であり、今年創立138周年を迎える青山学院の

伝統も、遡るならばイースターの出来事にその端を発すると

言っても決して過言ではありません。イースターの日から

チャペル正面の聖壇の布（オルター・クロス）は白に

なります。白は、光、喜び、勝利などを表しています。

キリスト教のシンボル ［1］
イースター（復活日）
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受難節第6週
復活節第1週
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